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経済発展のパラド、ックスと専門家の役割
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同ぶ朴大非政資手部数千里‘アジ7太手持軍E済研究所研突続短/ 19-1.1年生まれ専門!主経府政.:n収都}，学を減学際喉ヘ林敏彦
ス ~t //すードk学Ph.D.神戸商H"-'?:.k P.i.fて学、� 'f.. 債法大学を短で現段苦� に『大恐慌の7メりカ 大災授の事長市ザほカ� 

米する自然災とについて、ロ..$:/ま災'&大 大きいこと合示してレる。
経済発展のパラドックス

国である。国あたりの災容件数ばrl]倒、

災害大国日本� アメリカ も大きいが、l手|土面積あたり過 日本のパラドックス

去100作閉め自然災:片手幸生件数で見る� rJ本にもこのρ ラl':/クス('1災 1](主人命を奪し経済的被害i'もたら

す，tしろそれが災主の定義であろ‘べ� 

/レギー /レウァン・ プJトリンク大年:の災

害妓学研究所が速留するヲi寄ヂー タ

ベース(E，¥!.DA11では、� 1 ~死苛が 10名以 

上、こ散災 訂か� 100名以上、3非常.:!i

態町言の?を令、4圃際救t設の委紡 とL、

う 凶つめ条件のどれカ、に 、 1\ てはまる ~n

象を「災己}Jと呼んでいる� a大波梅な地� 

球物f理学的変動ても、それが人聞の生

命 ・身体� '!11君主に影審ぞ及ぼさない!衷

災害とは呼!まないョ逆!二、大型船のり、

m礁 、テロ，)ストの攻費量、原子JJ先� 

定所のす1J故なと、原閃が人 亡的[作物

のhnjtEであれ、人間σJ悪号、や不注窓て

あれ. 人間社会に~寄金もたら した現象

!ま「災害ー と呼ふ.

災害の うちでも、地鍬物理的要[碍に

よって起こる地震、』llJ"貨火、七砂防1れ

など、あるいは父候変動による民常気

温、気象変動による台風、 r~J . 蜜官 、 山

崩れなと セアこる要国がIl然環境に叫1

9∞O 

8.000 

70∞ 
- 死事広{年平均1

6.000 


s∞0 
碍ヨ筏曹{室主平Z宅，重汚ド� J(.


と、 口本はフィリピンに次ゎで1廿界で第2

位、OECDIJU盟3-'1カ問めなかでは節� l

{u:である.つま11円みは、高度に経済が

i発� なヵ、で最 む多くの I'J~型災遅した回
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:t千か発宅する国なのてゐるι

人的彼害と経済彼害

しばしば白然災古に対する最も効県的

な対 ば経済発展だと言われ七一発民

途上国の災答lふ� 2004年のスマトラj中

地良、2008年の四川大池袋、2(11)年の

ハイチ地震などが強 〈印象付けるよう

寸三1、大きな人的被害そもた(二

一際、過 去50年間で、hIも門怜災民

被1lFカリミきカ‘ったI!Iのトップ� 10:主、11:If' 

ノ、、イ ンド、 インドネンア‘二MrHが多かった� 

キス!.iン、フィ')ヒ ン.中問、ベトナム、メキ

シコ、uーオーストラリア、アメ� 1)カでゐ
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容が大きいことを物語っている

それでは、経済発展企遂!f、l人あた

りGDPカ附くなれば災害被占{主演少-tι

るだるうか.実(ま4こに経済'feJ.廷のハラ

ドγクスカ1淋Aでいろsつまり、近年のtu:

土当てはまる.
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{t・までを� 10年単位にl 日然災;与正明打、

による死(f数と給済被11?との推柊ぞみJ; 

しているたたし聞東大震災の� i守口 年

とI 淡路k ヲ� 1995ザは|治いlI(神 ・ 'h i

て.キE行数も被;iF金額も司王平均として表

している.l'~ 1 カ・ウ邸l らカ、なように� 20Jt十

幸eのお1めごろは終・fJ仁よる亭E宥教がk

~カ・ηたが、両 J&l走i組以降.人的被

れまj三申自に‘ 少しているz ぞれに対L 

て、 経済被?与額(1.近午{二去って~l脅し

ている

なぜ二のよ奇なよとが起こるのたろう

カ九経済発展が進めC!.インlフラが監{I 

され、肺rhM閑がilみ.燈F三←� や主主U

築技術・ が向上するたけで
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は地球ょうもiJl:l、が経済被官はたか ンケート調布~iTってし私

か主主主の問題でおり 、 蛾Jlt~建物fまま
想定外への対応

その主な結架lま、167川� OJlnlr;:1'3'-(主

たつくれ� !1ょいと思う人も多いc命さ トレードオフ 行政ω~寸る地μ. ì~i皮情報が信頼

助かれ!ま、 あとはな1，- とカ・なる . ~くの敏 土 ~~$?~築めエン ジーニア ~ ~t 'ltr;!二厳L 性に欠けると包I.~って い る I}Jそれでも句'f. 
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しかし、アメ� )jlては災持による人的 金‘持術、時間、他の資源など‘あらゆる 4殺を何1)にするしかJii長かなL、と感じて
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資本被占' に見ることがある.人的1)と同干 片的合様牲に寸るカ・阪神・淡路)..;，-r;; 予測を?謀--dこえ，1/門家にぷ任を問}こと

資本も物FP.Él~J肱ふ; L その社会的生産 災l直後、法築家tこ聞いたことヵ、ある.今 はできないと考えている.という ことであ

苓態としてともに重要だ土の考えからで 口σjテクノロシーをも「て� tれば災1作 るそしてw門家の妬摘壬� r想定外J!こ

fあるともちろA、'1:.命保険会社に土つて で絶吋に峨れなわ建物はつくれるの 11政の判、ir抑し込めぎるをえなか司ナニ� 

は、命ゅ値段は最大0)関心停である一 !立ゐ1)ませんか一伎は?干え7二，rああ、附 おーが、その後σJ被;与の発生に、均台に

そこで京円本大淀災を例にとってみよ 併につくれます.でも、そレns物ー0)1い よっては附神を帆むほと後悔の念合胞� 

るニともH月ら先、にLn、る九''1.、てL 

失額('Ct定評を14fT!まおよそ� 17兆円である. 東円本大震災ては、 ki. ~j症の H~'，I干に この間~はど 3解決寸れ!まよ t ;のた

人的閣官ーとしては平E~ ' i ì~った地区の尚子?移転が問凶となー sて ろうか遣はdî畏と可門家の|間ωrr， ì~ih}j千砂H'トを
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治体や

の予均lま250)1'1-9 亡〈なった!Ji' げしての住宅也誌は、 l 略的安 t賓の救他(-i"rtljめても� dif:(か 

ウンの佳品や、 沈下した地盤をカ・さ� 1: 門京が� di民0)f三傾を:たえ� :王、いくら物

のであみ九しかL、被災� uニ� f院された� If支があるのではないか、 財s}jになったりした方々が.手間今役� 20

年間平均V;U(所得を'生み出す生産性� 

?持っていたと仮定すれ{王、失われた人... 

自"J副本の慨は額!ま� 25(lJj円/年 ・人x 

z万人x2 <1 年 = ) 兆 PI となるE それ ~Lt

べて、� 17兆円以ウ直姥被ti額!:tiょとして

小さな績ではなL、。� 

仕上止の|切でも ，~\ 見の集約!i錐し L 、

FtJ負位、主j孟やItl ~の利便性、コミュム

ティの維持など、 俳決すべき課題ヵ，~い

からである。安令や安心も‘� 1也の価I1古と

の同対関係のなかで、唯一絶対ω11際

とはなりえない

政 I~tr~ゃ作t荷力カ tら詳拐に?れ/::できな
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ないか.と‘、った F( 安心感. r'f町長を・飽き、

!;t'Lまれなし 、

供心、神戸新聞のアンケート創&.!ご

れ(.1、di1(，J)~\t ful':ゑに対する口煩l立は

泊'jt¥な..切~fllJストックの殿様に!主ともっも

いわけでlまない2 逆説自"J t~が、一部σJ経 想定外を克服するために 行政fF.!吋itであれ、，11，:1"1家の役常1/(卓、'-1'1 
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